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• 子どもが学校で安心・安全に学べるよう、学校での
困りごとについて子どもと家族を支える福祉の専門
職です。

• いじめや不登校、保護者の病気や経済的な問題等に
より、子どもが学校で安心・安全に勉強することが
難しくなったときに、福祉サービス等を利用して子
どもの置かれている環境に働きかけ、子どもと家族、
学校を支える仕事です。
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はじめに：ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ(SSW)とは？



• 主に「不登校」「発達障害」「家庭環境」の３
つの問題が絡み合っているケースに多く対応し
ます。

• 子どもや家庭、学校が困る「今」の対応だけで
なく、「これから」を想定して支援を行います。
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学校での支援について



SSWの役割

4参考資料：スクールソーシャルワーカーのしごと 東京学芸大学＜子どもの問題＞支援システムプロジェクト
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SC
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SC＝臨床心理士などの心の専門家、
心理面からのサポート
カウンセリング＝専門的な知識、
原理や技法を用いて相談者（クラ
イアント）の抱える問題や悩みに
対し、面談や支援を行う

SSW＝社会福祉士、精神保健福祉
士などの社会福祉の専門職、ｿｰｼｬﾙ
ﾜｰｸの視点で支援
アセスメント・支援プラン＝様々
な診断、検査、評価とその問題を
取り巻く環境を調整し、社会資源
を用いて支援を行う



「子どもの問題」の考え方

【一般的な捉え】

または
環境ひと

環境ひと

子どもに問題があり、
環境を困らせている

環境が悪いから、
子どもに影響している



「問題」ってどういうこと？

【ひとと環境の不適合】

ひと 環境

ひと ： 対処能力が低い⇒対処能力を高める
環境 ： ひとのニーズに応えていない

⇒ニーズに合致するように調整する

折り合いが悪い状態
家族
学校
（勉強・部活
友人・進路
etc.）

隣近所
社会
世界



社会福祉からのアプローチ

【問題の発生】

⇒ 問題は、子ども（または家庭）と環境との関係に

おいて生じている

⇒ ①子ども（または家庭）は何に困っているのか

（＝「困った子、は困っている子」）

②問題となる関係は、どのような環境との

間に起きた相互作用なのか

⇒子どもにとってより良い生活環境や学校環境を調整することで、

課題解決や子どもの状況の改善、問題の軽減を図る



「子どもの問題」と「環境」の考え方

× 「子どもが環境に適応できるように、子ども自身

が変わるべき」

×「環境がよければ子どもは問題を起こさないはず

なので、問題が起きるということは家庭が悪い」

○「子どもと家庭との関係の在り方とお互いへの影

響に注目し、その関わり方を変えていくことで問

題解決につなげていこう」



関係機関との連携・協働による支援

【のりしろ型支援の必要性】
関係機関がそれぞれの役割を確認し、理解し合うことに加え、
お互いに持っている機能を重ね合い、それぞれが歩み寄った
対応をする「のりしろ型」の支援へ

参考資料：札幌市児童虐待防止ハンドブック～関係機関の協働による子どもと家族の支援～<第２版>


